


２

　

市
で
は
、
地
方
分
権
に
即
し
た
行
政
運

営
を
展
開
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

使
い
、
市
総
合
計
画
の
着
実
な
実
施
と
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
第
２
次
那

珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」（
推
進
期

間：

平
成　

年
度
〜　

年
度
）
に
基
づ
き

２２

２５

行
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
市
民
主
体
・
市
民
参
加

に
よ
る
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
意
識
な
ど
民

間
の
発
想
を
活
か
し
た
行
政
経
営
へ
の
転

換
を
進
め
、『
行
財
政
基
盤
の
確
立
』
を
柱

に
、「
市
民
と
と
も
に
進
め
る
行
政
改
革

の
推
進
」「
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政

経
営
体
制
の
確
立
」「
健
全
で
効
率
的
な
行

政
経
営
の
推
進
」
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、

　

の
実
施
項
目
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

４４

　

平
成　

年
度
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み

２３

の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
７

２
３
３
万
円
と
な
り
、
削
減
効
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
主

な
要
因
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
債
発
行
の

抑
制
や
職
員
の
適
正
な
定
員
管
理
、
未
利

用
財
産
の
処
分
を
積
極
的
に
行
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
下
水
道
の
復
旧
の
た
め
や

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
下
水
道
特
別
会
計
や
介
護
保
険

特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）
へ
の
繰
出

金
が
増
加
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
早
期
の
震
災
復
興
を
図
る
と

と
も
に
、
保
健
福
祉
を
は
じ
め
と
し
た
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
確
実
な
行
財

政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
引
き
続
き
行

財
政
改
革
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
住
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
支

援
制
度
の
確
立

　
「
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
や
「
自
治

会
」
が
設
立
さ
れ
、
市
民
自
治
組
織
支
援

事
業
や
市
民
活
動
支
援
事
業
、
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
、
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
管
理
事
業
な
ど
市
民
活
動
の
活
発

化
を
図
る
た
め
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

　

那
珂
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
、
那
珂

市
障
が
い
者
プ
ラ
ン
、
那
珂
市
地
域
福
祉

計
画
【
見
直
し
版
】、
那
珂
市
幼
稚
園
教
育

振
興
計
画
に
つ
い
て
実
施
し
、
ア
ク
セ
ス

件
数
は
１
４
１
件
あ
り
ま
し
た
が
、
意
見

の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
組
織
機
構
の
見
直
し

　

災
害
の
経
験
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
、
さ
ら
に
は
地
方
分
権
の
推
進
な
ど
の

諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
危
機
管
理
能

力
の
強
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
政

策
形
成
能
力
の
向
上
、
情
報
発
信
力
の
強

化
を
掲
げ
組
織
機
構
の
一
部
再
編
を
検
討

し
ま
し
た
。

◆
小
学
校
の
再
編

　

平
成　

年
度
に
策
定
し
た
「
那
珂
市
立

２２

小
中
学
校
適
正
規
模
化
基
本
計
画
」
に
基

づ
き
、
戸
多
小
学
校
統
合
計
画
検
討
委
員

会
お
よ
び
神
崎
地
区
本
米
崎
小
学
校
区
検

討
委
員
会
を
設
立
し
、
再
編
に
向
け
て
検

討
を
始
め
ま
し
た
。

◆
消
防
団
の
再
編

　

瓜
連
地
区
消
防
団
の
再
編
に
向
け
て
、

消
防
団
出
場
区
分
の
見
直
し
を
す
る
と
と

も
に
消
防
団
車
両
の
配
置
換
え
や
廃
車
を

行
い
ま
し
た
。

基
本
方
針
ご
と
の
主
な
取
り
組
み

第
２
次
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画

第
２
次
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
・

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
推
進
計
画
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

第
２
次
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
・

第
２
次
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
・

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
推
進
計
画
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
推
進
計
画
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

第
２
次
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
・

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
推
進
計
画
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
経

営
体
制
の
確
立

●
市
民
と
と
も
に
進
め
る
行
政
改
革

の
推
進



広報なか１０月号３

●
健
全
で
効
率
的
な
行
政
経
営
の
推
進

◆
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し

　

八
重
桜
ま
つ
り
は
、
八
重
桜
チ
ャ
リ

テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
に
、
ひ
ま
わ

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
商
工
会
主
体
へ

運
営
主
体
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

◆
適
正
な
定
員
管
理
（
人
件
費
の
削
減
）

　

平
成　

年
４
月
ま
で
に
４
８
３
人
ま
で

２５

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
計
画
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
ま
で
に
大
量

２８

の
職
員
が
定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
目
標
を
平
成　

年
度
に
変
更
し
適
正

２９

な
定
員
の
管
理
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。
な
お
、
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の

２４

職
員
数
は
４
９
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
広
告
料
の
徴
収

　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
に
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
課
、
税

務
課
、
収
納
課
、
会
計
課
カ
ウ
ン
タ
ー
前

に
広
告
入
り
マ
ッ
ト
を
設
置
し
、
使
用
料

と
し
て
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

◆
市
債
発
行
の
抑
制

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業

の
財
源
と
し
て
、
多
額
の
災
害
復
旧
債
等

の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
か

ら
災
害
復
興
特
別
交
付
税
が
交
付
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
通
常
事
業
債
の
み
の
発
行

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

　

平
成　

年
度
か
ら
本
格
的
に
、
国
庫
負

１６

担
金
の
廃
止
･
縮
減
、
国
か
ら
地
方
へ
の

税
源
移
譲
を
含
む
税
源
配
分
の
見
直
し
、

地
方
交
付
税
の
改
革
か
ら
成
る
三
位
一
体

の
改
革
が
国
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
主
要
財
源

の
一
つ
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
大
き
く
落

ち
込
み
、
平
成　

年
度
当
初
予
算
に
お
い

２０

て
、
約　

億
円
に
も
及
ぶ
財
源
不
足
が
生

１１

じ
、
不
足
分
を
急
遽
基
金
繰
入
に
よ
り
補

填
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
大
変
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
推
進
計
画　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
行
財
政
改
革

に
よ
り
基
金
繰
入
を
伴
わ
な
い
等
、
後
年

度
の
財
政
運
営
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
収

支
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
全
な
財
政
運
営

の
確
立
を
図
り
、
も
っ
て
地
方
行
政
を
取

り
巻
く
厳
し
い
環
境
に
対
応
し
た
持
続
可

能
な
自
治
体
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で

２１

２５

の
５
年
間
、
計
画
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の

２３

取
り
組
み
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
等
に
よ
り
、
マ
イ
ナ

ス
１
億
４
２
３
万
円
と
な
り
、
削
減
効
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
推
進
計
画

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

行財政改革推進室
�２９８・１１１１
（内線５７２・５７３）

問い合わせ

◆
未
利
用
財
産
の
活
用
と
処
分

　

土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
市
有
地
の
公

売
や
未
利
用
の
市
有
地
に
つ
い
て
公
売
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
上
菅
谷
駅
や
瓜

連
駅
前
の
市
有
地
を
有
料
駐
車
場
と
し
て

貸
出
す
る
こ
と
で
財
源
の
確
保
に
努
め
ま

し
た
。

◆
特
別
会
計
繰
出
金
の
抑
制

　

扶
助
費
や
事
業
量
の
増
加
に
よ
り
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
特
に
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
復
旧
工
事
の
た
め
下
水
道
特
別

会
計
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
た
め

介
護
保
険
特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）

へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

◆表：主な効果額（単位は千円・△は増加を表す）

削減（収入）額実施項目

２１，１２４千円各種イベントの見直し

主　

な　

削　

減　

額

６８，６６０千円適 正 な 定 員 管 理

３１２，４７９千円市 債 発 行 の 抑 制

３８，９５７千円施設管理経費等の見直し

△７６５，４１０千円特別会計繰出金の抑制

１６，８３５千円補助金の整理合理化

４９，０２４千円外郭団体補助金の削減

４，７２３千円公共施設の有効活用
主
な
収
入
額

７５５千円広 告 料 の 確 保

１０９，６２１千円未利用財産の活用処分



４

　

障
が
い
者
に
対
す
る
虐
待
は
そ
の
尊
厳

を
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
障
が
い
者
の
自

立
と
社
会
参
加
に
と
っ
て
障
が
い
者
虐
待

の
防
止
を
図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

す
。

【
障
が
い
者
の
虐
待
は
】

◯
特
定
の
人
や
家
庭
、
場
所
だ
け
で
な

く
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る
問

題
で
す
。

◯
虐
待
し
て
い
る
人
に
、
虐
待
し
て
い
る

認
識
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◯
虐
待
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
だ
と
認
識

で
き
な
い
で
、
自
分
か
ら
被
害
を
訴
え

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
こ
の
問
題
を
認
識
し
て
、

小
さ
な
兆
候
を
見
逃
さ
ず
に
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
障
害
者
虐
待
防
止
法
の
趣
旨

　

障
害
者
虐
待
防
止
法（「
障
害
者
虐
待
の

防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援

等
に
関
す
る
法
律
」）
は
、
障
が
い
者
に
対

す
る
虐
待
が
障
が
い
者
の
尊
厳
を
害
す
る

も
の
で
あ
り
、
障
が
い
者
の
自
立
お
よ
び

社
会
参
加
に
と
っ
て
虐
待
を
防
止
す
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
等
に
か
ん

が
み
、
虐
待
の
防
止
、
早
期
発
見
、
虐
待

を
受
け
た
障
が
い
者
に
対
す
る
保
護
や
自

立
の
支
援
、
養
護
者
に
対
す
る
支
援
な
ど

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
者
の
権
利

利
益
の
擁
護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

以
上
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ

の
法
律
で
は
国
や
地
方
公
共
団
体
、
障
が

い
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
、
使
用
者
な
ど

に
障
が
い
者
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
の
責

務
を
課
す
と
と
も
に
、
障
が
い
者
虐
待
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
障
が
い
者
を
発
見
し

た
者
に
対
す
る
通
報
義
務
を
課
し
て
い
ま

す
。

●
対
象
と
な
る
障
が
い
者
と
は
？

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
身
体
障
が

い
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
（
発
達

障
が
い
を
含
む
）、
そ
の
他
の
心
身
の
機

能
の
障
が
い
が
あ
る
か
た
で
、
障
が
い
お

よ
び
社
会
的
障
壁
に
よ
り
継
続
的
に
日
常

生
活
ま
た
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を

受
け
る
状
態
に
あ
る
も
の
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

 
●
３
種
類
の
障
が
い
者
虐
待

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
を
次

の
３
種
類
に
分
け
て
い
ま
す
。

【
養
護
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待
】

　

障
が
い
者
の
生
活
の
世
話
や
金
銭
の
管

理
な
ど
を
し
て
い
る
家
族
や
親
族
、
同
居

す
る
人
（
養
護
者
）
に
よ
る
虐
待
の
こ
と

で
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る

障
が
い
者
虐
待
】

　

障
が
い
者
福
祉
施
設
や
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る
人
に

よ
る
虐
待
の
こ
と
で
す
。

【
使
用
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待
】

　

障
が
い
者
を
雇
っ
て
働
い
て
い
る
事
業

主
な
ど
に
よ
る
虐
待
の
こ
と
で
す
。

●
養
護
者
に
対
す
る
支
援

　

障
が
い
者
虐
待
で
は
、
虐
待
を
し
て
い

る
側
の
家
族
な
ど
養
護
者
に
も
支
援
が
必

要
な
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護

疲
れ
や
障
が
い
へ
の
知
識
不
足
、
家
族
間

の
人
間
関
係
な
ど
要
因
は
様
々
で
す
が
、

虐
待
を
し
て
し
ま
う
養
護
者
を
含
む
家
族

全
体
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る
こ
と
が

根
本
的
な
虐
待
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
養
護
者
に
は
】

◯
負
担
を
軽
く
す
る

◯
知
識
や
技
術
を
増
や
す

◯
心
の
ケ
ア
を
す
る

◯
専
門
的
な
支
援
を
す
る

　

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。　
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●
通
報
や
届
出
を
し
た
人
の
情
報
は

守
ら
れ
ま
す

　

障
が
い
者
虐
待
に
気
づ
い
た
人
に
は
、

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
報
義

務
が
あ
り
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
の
早
め
の

対
応
や
支
援
が
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
障
が

い
者
だ
け
で
な
く
、
虐
待
し
て
い
る
家
族

な
ど
が
か
か
え
る
問
題
の
解
決
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

虐
待
の
通
報
を
し
た
人
の
情
報
は
慎
重

に
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
ま
た
匿
名
に
よ
る

通
報
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
那
珂
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー

　
　

月
１
日
か
ら
社
会
福
祉
課
内
に
設
置

１０
し
ま
し
た
。
障
が
い
者
の
虐
待
に
か
か
わ

る
通
報
や
届
出
、
支
援
な
ど
の
相
談
は
、

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
障
が
い
者
の
虐
待
を
な
く
す

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

那
珂
市
障
害
者
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
課
内
）

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

　

２
９
５
・
４
２
４
４

FAX
問
い
合
わ
せ

��������	
��������

具体的な例内　　容区　　分

◯平手打ちをする、殴る、蹴る、つねる
◯無理やり食べ物や飲み物を口に入れる
◯やけど・打撲させる
◯身体拘束　など

　暴力や体罰によって身体に傷や
あざ、痛みを与える行為。身体を
縛りつけたり、過剰な投薬によっ
て身体の動きを抑制する行為。

身体的虐待

◯性交、性器への接触、性的行為を強要する
◯裸にする、キスする
◯本人の前でわいせつな言葉を発するまたは会
話する

◯わいせつな映像を見せる　など

　本人が同意していない性的な行
為やその強要。（表面上は同意し
ているように見えても、本心から
の同意かどうかを見極める必要が
ある）

性 的 虐 待

◯「ばか」「あほ」など障がい者を侮辱する言葉を
浴びせる

◯怒鳴る、ののしる、悪口を言う
◯仲間に入れない、子ども扱いする
◯人格をおとしめるような扱いをする
◯話しかけているのに意図的に無視する　など

　脅し、侮辱などの言葉や態度、
無視、嫌がらせなどによって、精
神的に苦痛を与えること。

心理的虐待

◯食事や水分を十分に与えない
◯あまり入浴をさせない
◯汚れた服を着させ続ける
◯髪や爪が伸び放題
◯室内の清掃をしない、ごみを放置したままに
してあるなど劣悪な住環境の中で生活させる

◯病気やけがをしても受診させない
◯必要な福祉サービスを受けさせない・制限す
る

◯排泄の介助をしない　など

　食事や排泄、入浴、洗濯など身
辺の世話や介助をしない、必要な
福祉サービスや医療や教育を受け
させない、などによって障がい者
の生活環境や身体・精神的状態を
悪化させること。

放棄・放任

◯年金や賃金を渡さない
◯本人の同意なしに財産、預貯金を処分・運用
する

◯日常生活に必要な金銭を渡さない、使わせな
い

◯本人の同意なしに年金等を管理して渡さない
 など

　本人の同意なしに（あるいはだ
ますなどして）財産や年金、賃金
を使ったり勝手に運用したりし、
本人が希望する金銭の使用を理由
なく制限すること。

経済的虐待
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行
政
概
要
報
告

■
市
民
便
利
帳
発
行
に
つ
い
て

　

市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
の
案

内
な
ど
、
市
民
生
活
に
必
要
な
情
報
を
ま

と
め
た
「
那
珂
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」
を

�
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協
働
に
よ
り

６
月　

日
に
発
刊
し
、
市
内
全
家
庭
に
配

１３

布
し
ま
し
た
。

■
ふ
れ
あ
い
座
談
会
に
つ
い
て

　

６
月
１
日
か
ら
８
月　

日
の
間
に
「
市

３１

長
と
話
そ
う
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
を
２
回

開
催
し
、
自
治
会
等
か
ら
出
た
地
域
の
課

題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も

に
、
施
策
の
取
り
組
み
に
関
し
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。

■
平
和
行
政
に
つ
い
て

　

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
を

目
指
し
、
原
爆
に
よ
る
悲
劇
と
平
和
の
尊

さ
を
伝
え
る
た
め
、
８
月
５
日
か
ら　

日
１０

ま
で
、
原
爆
写
真
の
パ
ネ
ル
を
市
役
所
ロ

ビ
ー
に
お
い
て
展
示
し
ま
し
た
。

■
国
際
親
善
姉
妹
都
市
と
の
交
流
に

つ
い
て

　

国
際
親
善
姉
妹
都
市
の
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ

市
か
ら
、
中
学
生
交
換
交
流
事
業
と
し
て

中
学
生　

人
、
引
率
の
先
生
２
人
の
計　

１０

１２

人
が
来
市
し
、
７
月
９
日
か
ら
７
月　

日
１６

ま
で
の
８
日
間
滞
在
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月　

日
か
ら
８
日
間
、
中
学

１６

生　

人
、
引
率
者
２
人
の
計　

人
が
オ
ー

１０

１２

ク
リ
ッ
ジ
市
に
滞
在
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
ほ
か
、
米
国
の

文
化
や
自
然
な
ど
に
触
れ
、
８
月　

日
帰

２６

庁
い
た
し
ま
し
た
。

■
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

　
「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養

護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、　

月
１
日

１０

か
ら
「
那
珂
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
」を
、
社
会
福
祉
課
内
に
設
置
し
ま

す
。

■
水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
の
解
散
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
「
ひ
ぬ
ま

荘
」
の
売
却
が
完
了
し
、
運
営
母
体
で

あ
っ
た
水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
が
平
成　

年　

月　

日
で
解
散
す
る
こ

２４

１０

３１

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
事
務
組
合
の
財

産
お
よ
び
歳
計
現
金
処
分
を
行
い
ま
す
。

那
珂
市
に
帰
属
す
る
財
産
お
よ
び
歳
計
現

金
は
、
平
成　

年
度
構
成
市
町
村
負
担
金

２３

負
担
割
合　

万
分
の
８
２
５
６
に
よ
り
算

１０

出
し
た
２
０
７
８
万
３
５
２
円
で
す
。

■
病
害
虫
防
除
事
業
に
つ
い
て

　

那
珂
市
病
害
虫
防
除
隊
に
よ
り
、
８
月

６
日
と
７
日
の
２
日
間
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
７
０
８　

の
水
田
に
病
害
虫
防
除

ha

を
実
施
し
ま
し
た
。

■「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
２
」
に
つ
い
て

　

８
月　

日
、
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

２５

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、

那
珂
総
合
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て

「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

１
２
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ふ
る
さ
と
大
使
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
や
熱
気
球
体
験
、
ひ
ま
わ
り
迷
路

や
花
火
大
会
な
ど
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
約
４
万
人
の
家
族
連
れ
や
観
光
客

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

■
下
菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て

　

下
菅
谷
地
区
に
お
け
る
相
続
未
済
地
の

経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
測
面
積
確
定

の
た
め
の
境
界
確
認
測
量
お
よ
び
法
定
相

続
人
の
持
分
算
定
業
務
等
が
終
了
し
ま
し

た
。
今
後
は
法
定
持
ち
分
確
定
の
た
め
法

務
局
と
の
協
議
を
進
め
、
相
続
人
全
員
と

の
買
収
契
約
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

下
菅
谷
地
区
汚
水
管
布
設（
第
１
工
区
、

第
２
工
区
）
工
事
、
寄
居
地
区
汚
水
管
布

設
（
第
１
工
区
）
工
事
、
横
堀
地
区
汚
水

管
布
設
（
第
１
工
区
）
工
事
を
８
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。

　

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
第
１
期
整

備
優
先
地
区
の
額
田
地
区
、
五
台
地
区
、

木
崎
地
区
、
菅
谷
地
区
に
お
い
て
地
元
説

明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

　

鴻
巣
Ⅱ
期
地
区
管
路
施
設
支
線
４
工
区

工
事
、
鴻
巣
Ⅱ
期
地
区
舗
装
本
復
旧
（
第

１
工
区
）
工
事
を
６
月
に
、
鴻
巣
Ⅱ
期
地

区
管
路
施
設
幹
線
１
号
第　

工
区
工
事
、

１４

鴻
巣
Ⅱ
期
地
区
管
路
施
設
幹
線
２
号
第
３

工
区
工
事
、
鴻
巣
Ⅱ
期
地
区
管
路
施
設
幹

線
３
号
第
７
工
区
工
事
を
７
月
に
、
鴻
巣

Ⅱ
期
地
区
管
路
施
設
支
線
５
工
区
、
６
工

区
工
事
を
８
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま

し
た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

配
水
管
布
設
工
事
実
施
設
計
業
務
委
託

を
６
月
に
、
下
菅
谷
地
区
配
水
管
布
設

（
第
１
工
区
）
工
事
、
菅
谷
地
区
配
水
管
布

設
（
第
１
工
区
）
工
事
を
７
月
に
、
農
業

集
落
排
水
事
業
鴻
巣
地
区
配
水
管
移
設
工

事
実
施
設
計
業
務
委
託
を
８
月
に
そ
れ
ぞ

れ
発
注
し
ま
し
た
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

６
月
１
日
か
ら
８
月　

日
ま
で
の
消
防

３１

訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
所
や

学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
、
１
６
７
９

１４

人
が
参
加
し
、
防
火
防
災
知
識
の
習
得
と

防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、
普
通
救
命
講
習
会
を　

回
行
い
２
９

１７

２
人
が
修
了
し
、
応
急
手
当
の
普
及
に
努

め
ま
し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建

物
が
１
件
、
そ
の
他
が
５
件
、
合
計
６
件
。

救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
病

が
２
８
１
件
、
交
通
事
故
が　

件
、
そ
の

５０

他
が
１
０
７
件
、
合
計
４
３
８
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

■
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

　

市
民
の
放
射
線
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
公
共
施
設
等
に
お
け
る
空
間

放
射
線
量
お
よ
び
水
道
水
内
の
放
射
性
物

質
濃
度
の
測
定
を
引
き
続
き
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
簡
易
測
定
器
に
よ
り
、
保
育
所

や
学
校
の
給
食
食
材
お
よ
び
市
内
で
生
産

さ
れ
た
農
畜
産
物
を
独
自
に
検
査
し
、
食

に
お
け
る
安
全
の
確
保
と
風
評
被
害
の
防

止
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
測
定

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
等
で
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
の
総
合
的
か
つ
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
７
月
６
日
に
秋
田
県
横
手

市
、
７
月　

日
に
埼
玉
県
桶
川
市
と
災
害

１７

時
に
お
け
る
体
制
強
化
の
た
め
災
害
時
相

互
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
道
路
災
害
復
旧
工
事
３

件
と
、
中
央
公
民
館
お
よ
び
総
合
セ
ン

タ
ー
ら
ぽ
ー
る
の
防
災
井
戸
設
置
工
事
を

発
注
し
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
横
堀
幼
稚

園
お
よ
び
五
台
幼
稚
園
を
除
く
４
園
の
非

構
造
部
材
（
壁
、
柱
ま
わ
り
の
仕
上
げ
材

等
）
の
耐
震
化
工
事
が
８
月　

日
に
完
了

３１

し
ま
し
た
。

　

中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
一
中
学

校
お
よ
び
第
二
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
復

旧
工
事
が
８
月　

日
に
完
了
し
、
９
月
か

３１

ら
使
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
第
二
中
学

校
お
よ
び
第
三
中
学
校
の
校
舎
に
つ
き
ま

し
て
は
、　

月
末
の
工
事
完
了
に
向
け
作

１１

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
住
居
等
が
震

災
に
よ
り
受
け
た
被
害
の
程
度
に
応
じ

て
、
市
税
等
の
減
免
措
置
を
講
じ
て
お

り
、
８
月
末
日
現
在
の
減
免
の
対
象
件
数

と
見
込
み
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
全
壊　

件
、
大

５６

規
模
半
壊　

件
、
半
壊
２
３
３
件
で
合
計

１４

３
０
３
件
、
２
１
４
０
万
２
７
０
０
円
で

す
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
全
壊

　

件
、
大
規
模
半
壊　

件
、
半
壊
１
３
９

５１

１９

件
で
合
計
２
０
９
件
、
５
７
４
万
１
８
０

０
円
で
す
。

　

震
災
に
よ
り
住
宅
が
半
壊
以
上
の
損
害

を
受
け
た
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
に

つ
い
て
、
そ
の
損
害
程
度
お
よ
び
前
年
度

の
所
得
状
況
に
応
じ
て
、
介
護
保
険
料
を

　

％
以
上
軽
減
ま
た
は
免
除
し
ま
し
た
。

２５減
免
対
象
件
数
は
全
壊　

件
、
大
規
模
半

５２

壊　

件
、
半
壊
２
１
０
件
、
減
免
額
は
全

２０
壊
２
８
３
万
９
千
円
、
大
規
模
半
壊　

万
４０

円
、
半
壊
５
４
１
万
６
千
円
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
減
免
対
象
者
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
か
た
に

つ
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
１
割

の
利
用
者
負
担
額
お
よ
び
施
設
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
食
費
・
居
住
費
を
免
除
し
て
お

り
ま
す
。
８
月
末
日
現
在
の
利
用
者
負
担

額
免
除
対
象
件
数
は　

件
、
免
除
額
は
８

５３

４
８
万
６
千
円
、
食
費
、
居
住
費
免
除
対

象
件
数
は　

件
、
免
除
額
は
５
１
６
万
７

２４

千
円
で
す
。

　

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
の
規
定

に
よ
り
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
伴
う
避
難
者
に
対
し
ま
し

て
は
、
国
民
健
康
保
険
税
等
を
全
額
免
除

し
ま
し
た
。
全
額
免
除
と
な
っ
た
の
は
、

国
民
健
康
保
険
税
が
６
件　

万
８
９
０
０

５２

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
４
件
で

５
万
３
１
０
０
円
、
介
護
保
険
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
が
５
件
で
免
除
見

込
み
額
は　

万
５
千
円
で
す
。

２５

　

農
畜
産
物
の
損
害
賠
償
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
８
月
末
ま
で
の
申
請
状
況
は
、
Ｊ

Ａ
ひ
た
ち
な
か
請
求
者
数
を
含
め
累
計
で

　

件
、
請
求
額
８
３
２
９
万
円
で
す
。
ま

９３た
、
請
求
に
伴
う
東
京
電
力
か
ら
の
支
払

い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月　

日
現
在
で

３１

支
払
総
額
５
２
９
２
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、

引
き
続
き
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に

よ
る
国
の
支
援
金
お
よ
び
県
・
市
の
災
害

見
舞
金
を
支
給
し
て
お
り
、
８
月
末
日
現

在
の
支
給
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
国

の
支
援
金
は
、
全
壊
が
１
５
５
件
、
大
規
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８

模
半
壊
が
９
件
、
合
計
１
６
４
件
で
総
額

１
億
９
８
５
０
万
円
で
す
。
県
の
災
害
見

舞
金
は
、
半
壊
１
７
９
件
で
、
５
３
７
万

円
で
す
。
市
の
見
舞
金
は
、
住
家
の
全
壊

が　

件
、
半
壊
が
２
４
２
件
、
非
住
家
の

４６
半
壊
以
上
が
２
６
７
件
、
合
計
５
５
５
件

で
総
額
１
９
３
７
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
支
援
策
と
し
て
、
災

害
弔
慰
金
４
件
で
１
２
５
０
万
円
、
災
害

障
害
見
舞
金
１
件
で
１
２
５
万
円
を
支
給

し
て
お
り
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
に
つ

い
て
は
、
８
件
で
１
５
３
０
万
円
で
す
。

　

那
珂
市
に
対
し
て
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
は
、
８
月
末
日
現
在
で
個
人
が

　

件
で　

万
１
２
８
２
円
、
法
人
・
団
体

２８

６９

等
が　

件
で
１
１
９
５ 
万
６
７
３
０
円
、

４４

合
計　

件
で
総
額
１
２
６
４
万
８
０
１
２

７２

円
で
す
。
国
お
よ
び
県
か
ら
の
義
援
金
と

合
わ
せ
て
支
給
し
て
お
り
、
８
月
末
日
現

在
の
支
給
状
況
は
、
死
亡
４
件
、
全
壊　
４５

件
、
大
規
模
半
壊　

件
、
半
壊
２
２
９
件

１３

の
合
計
２
９
１
件
で
、
国
お
よ
び
県
の
支

給
金
額
と
合
わ
せ
て
総
額
２
億
１
９
８
８

万
９
３
６
０
円
で
す
。

　
　

平
成　

年
９
月
４
日

２４
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◇ 全議案可決市 長 提 出 議 案

◎報告

専決処分の報告について（総合賠償補償事故の賠償額の決
定について）／平成２３年度決算に基づく地方公共団体の財
政の健全化に関する法律による健全化判断比率の状況につ
いて／平成２３年度決算に基づく地方公共団体の財政の健全
化に関する法律による資金不足比率の状況について／平成
２３年度那珂市下水道事業特別会計継続費精算報告書につい
て

◎条例の制定・一部改正

那珂地方公平委員会規約の変更について／那珂市特別会計
設置条例の一部を改正する条例／那珂市水道事業の設置等
に関する条例の一部を改正する条例／那珂市火災予防条例
の一部を改正する条例／那珂市復興産業集積区域における
固定資産税の課税免除に関する条例／那珂市工場立地法地
域準則条例

◎平成２４年度補正予算

平成２４年度那珂市一般会計補正予算（第３号）／平成２４年
度農業集落排水整備事業特別会計補正予算（第１号）／平
成２４年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予
算（第１号）／平成２４年度那珂地方公平委員会特別会計補
正予算（第１号）

◎平成２３年度決算の認定

平成２３年度那珂市各種会計歳入歳出決算の認定について／
平成２３年度那珂市水道事業会計決算の認定について

◎その他

工事請負契約の締結について／水戸地方広域市町村圏事務
組合の解散について／水戸地方広域市町村圏事務組合の解
散に伴う財産等の処分について／茨城県後期高齢者医療広
域連合規約の一部変更に関する協議について／市道路線の
認定について／市道路線の廃止について／人権擁護委員の
推薦について

可決された議案から

■那珂市工場立地法地域準則条例

　第２次地域主権改革一括法（地域の自主
性および自立性を高めるための改革の推進
を図るための関係法律の整備に関する法
律）による工場立地法の一部改正により、
緑地面積率等に関する準則について、国が
定める率の範囲内で地域の実情に即した準
則を市の条例により定めることができるよ
うになりました。
　そこで、工場の拡張および新規立地を促
進し、市内製造業の活性化等を図るため、
工場立地に関する準則（法準則）で定める
緑地の敷地面積に占める割合および環境施
設の敷地面積に占める割合を低減させた地
域準則条例を定めようとするものです。
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広報なか１０月号９

８
月

日
、
那
珂
総
合
公
園
で
、
な
か
ひ
ま
わ

２５

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２
が
開
催
さ
れ
、
約

４
万
人
の
か
た
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
様
々
な
出
店
に
来
場
者
が
次
々
と

足
を
止
め
て
い
た
ほ
か
、
ひ
ま
わ
り
大
使
ナ
カ
マ

ロ
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
集

合
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
市
内
各
団
体
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
城
之
内
早
苗
さ
ん
の
シ
ョ
ー
に

は
た
く
さ
ん
の
か
た
が
詰
め
か
け
、
城
之
内
さ
ん

の
歌
声
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

照
り
つ
け
る
陽
射
し
に
も
負
け
な
い
、
熱
い
夏

の
祭
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月　

日
、
那
珂
総
合
公
園
で
、
な
か
ひ
ま
わ

２５

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２
が
開
催
さ
れ
、
約

４
万
人
の
か
た
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
様
々
な
出
店
に
来
場
者
が
次
々
と

足
を
止
め
て
い
た
ほ
か
、
ひ
ま
わ
り
大
使
ナ
カ
マ

ロ
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
集

合
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
市
内
各
団
体
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
城
之
内
早
苗
さ
ん
の
シ
ョ
ー
に

は
た
く
さ
ん
の
か
た
が
詰
め
か
け
、
城
之
内
さ
ん

の
歌
声
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

照
り
つ
け
る
陽
射
し
に
も
負
け
な
い
、
熱
い
夏

の
祭
典
と
な
り
ま
し
た
。
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１０

救急医療情報キットを配布します
介護長寿課高齢者支援グループ

�２９８－１１１１（内線１３３）
問い合わせ

◆配布するもの

・保管容器
・救急情報用紙
　（本人氏名・緊急連絡先・かかりつけ医療機関など、救急時に必要な情報を記入します）
・ステッカー
　（玄関ドアの内側および冷蔵庫に貼り付け、キットの存在を知らせます）

◆配布場所

市役所（本庁）介護長寿課
※申請時に印鑑をお持ちください。また、代理のかたでも申請することができます。

◆対象となるかた

市内に住所を有し、次のいずれかに該当するかた
　・６５歳以上のひとり暮らし高齢者
　・６５歳以上の高齢者のみの世帯のかた
　・身体障害者手帳１級または２級をお持ちのかた
　・その他市長が特に配布を必要と認めるかた

◆救急医療情報キットとは

　ひとり暮らし高齢者のかたなどを対象に、自宅で急に具合が悪くなった時などの救急時に、迅速・正確な救急
活動を行うことを目的として、かかりつけの医療機関、持病の有無、服用中の薬など、救急時に必要な情報を、
専用の容器に入れて冷蔵庫で保管し、万が一の事態に備えるものです。

◆費用 無料 ◆配布開始時期 １１月２６日（月）から

◆救急医療情報キット利用の流れ◆

①具合が悪くなり１１９番へ通報 ②駆け付けた救急隊が、
　玄関ドア内側のシールを確認

③冷蔵庫に貼ってある
　シールを発見

④状況に応じて、冷蔵庫の
　中からキットを取り出す

⑤キットの中身を確認し、
　救急情報を入手する

⑥適切な処理をして病院へ搬送
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小 
泉　

芳 
江 
さ
ん
（
門
部
・
１
０
５
歳
）

住 
谷　

ち 
よ 
さ
ん
（
菅
谷
・
１
０
４
歳
）

宇 
野　

ミ 
ツ 
さ
ん（
額
田
北
郷
・
１
０
４
歳
）

坂 
本　

ま 
す 
さ
ん（
額
田
南
郷
・
１
０
２
歳
）

�
野
谷
ま
つ
江
さ
ん
（
瓜
連
・
１
０
２
歳
）

小 
貫　

さ 
と 
さ
ん
（
下
江
戸
・
１
０
１
歳
）

橋 
本　

よ 
し 
さ
ん
（
中
里
・
１
０
１
歳
）

�
 
橋　

な 
つ 
さ
ん
（
戸
・
１
０
１
歳
）

先 �
　

清 
一 
さ
ん
（
静
・
１
０
１
歳
）

岡 
本　

な 
ほ 
さ
ん
（
菅
谷
・
１
０
１
歳
）

小 
河　

シ 
ン 
さ
ん
（
中
里
・
１
０
１
歳
）

市 
毛　

は 
る 
さ
ん
（
菅
谷
・
１
０
１
歳
）

石 
井　

佐 
助 
さ
ん
（
菅
谷
・
１
０
１
歳
）

山 �
　

こ 
う 
さ
ん
（
横
堀
・
１
０
１
歳
）

齋 
藤 
勇
次
郎 
さ
ん
（
鴻
巣
・
１
０
１
歳
）

�
 
畠　

い 
く 
さ
ん
（
飯
田
・
１
０
１
歳
）

黒 �
　

あ 
さ 
さ
ん
（
菅
谷
・
１
０
０
歳
）

後 
藤 
み
つ
ゑ 
さ
ん
（
中
台
・
１
０
０
歳
）

大
久
保 
よ 
し 
さ
ん
（
菅
谷
・
１
０
０
歳
）

山�
こ
じ
や
う
さ
ん
（
横
堀
・
１
０
０
歳
）

※
順
不
同
。
年
齢
は　

月
１
日
現
在
で

１０

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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�
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海 
野 
こ
ん
め 
さ
ん
（
杉
）

笹 
嶋　

と 
め 
さ
ん
（
杉
）

関　
  
美
智
子 
さ
ん
（
額
田
東
郷
）

小 
林　

い 
ね 
さ
ん
（
額
田
南
郷
）

橋 
本　

ふ 
よ 
さ
ん
（
菅
谷
）

富 
永　

と 
め 
さ
ん
（
菅
谷
）

小 
貫　

コ 
ト 
さ
ん
（
福
田
）

山 
田　

き 
ん 
さ
ん
（
後
台
）

井 
上　

は 
な 
さ
ん
（
後
台
）

細 
谷　

コ 
ウ 
さ
ん
（
鴻
巣
）

海 
野 　
　

正 
さ
ん
（
鴻
巣
）

鈴 
木　

や 
す 
さ
ん
（
瓜
連
）

龍 �
　

す 
て 
さ
ん
（
中
里
）

福 
田 
ヨ
ネ
子 
さ
ん
（
中
里
）

和 
田 
す
ゑ
の 
さ
ん
（
中
里
）

鈴 
木　

す 
い 
さ
ん
（
中
里
）

横 
田　

正 
枝 
さ
ん
（
中
里
）
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那
珂
市
で
は
、
今
年
度
中
に　

人
の
か
た
が
１
０
０
歳
を

１７

迎
え
ら
れ
ま
す
。

　

海
野
市
長
は
、
９
月　

日
に
ご
自
宅
や
施
設
を
訪
問
し
、

１２

県
知
事
か
ら
の
褒
状
や
、
那
珂
市
か
ら
の
記
念
品
を
、
祝
福

の
言
葉
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
ま
し
た
。

�����

　

歯
に
歯
垢
や
歯
石
が
付
い
て
い
て
汚
れ

て
い
る
。
タ
バ
コ
の
ヤ
ニ
や
茶
し
ぶ
な
ど

が
付
い
て
い
る
。
ま
た
、
歯
の
変
色
や
黄

ば
み
が
気
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

こ
れ
は
、
ど
ん
な
に
歯
磨
き
を
頑
張
っ

て
も
な
か
な
か
落
ち
ま
せ
ん
。
多
少
で
あ

れ
ば
、
ヤ
ニ
を
と
る
歯
磨
き
粉
や
、
歯
を

白
く
す
る
歯
磨
き
粉
（
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ

用
歯
磨
剤
）で
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
原
因
は
何
な
の
か
確
認
を
し
ま

す
。
歯
の
汚
れ
、
着
色
が
原
因
な
ら
、
ス

ケ
ー
リ
ン
グ
（
歯
石
除
去
）
や
ポ
リ
ッ
シ

ン
グ（
研
磨
）で
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
粒

子
を
吹
き
付
け
る
エ
ア
ー
フ
ロ
ー
と
い
う

機
械
を
使
う
と
、
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
き

れ
い
に
な
り
ま
す
。

　

歯
自
体
が
変
色
し
た
り
黄
ば
ん
だ
時

は
、
薬
品
を
使
用
し
て
白
く
し
ま
す
。
医

院
で
行
う
オ
フ
ィ
ス
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ

と
、
自
宅
で
行
う
ホ
ー
ム
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン

グ
が
あ
り
ま
す
。

　

オ
フ
ィ
ス
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
は
、
漂
白

剤
を
塗
布
し
て
、
光
や
レ
ー
ザ
ー
を
照
射

し
て
漂
白
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン

グ
用
の
ト
レ
ー（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
）を
使
っ

て
そ
の
ト
レ
ー
に
漂
白
剤
を
入
れ
て
装
着

し
て
、
患
者
さ
ん
が
自
宅
で
行
う
も
の
で

す
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
の
長
所
は
、
歯
を
削

ら
な
く
て
白
く
で
き
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
術
式
も
簡
単
で
す
ぐ
に
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
白
く
す
る
に
も
限
界
が
あ
る
こ

と
、
人
に
よ
っ
て
差
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
知
覚
過
敏
を
起
こ
し
た

り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
な
い
と
ま
た

戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
度
や
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
放
置
せ
ず
、
必
ず
歯
磨
き
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
は
自
由
診
療
に
な
り

ま
す
の
で
、
歯
科
医
院
で
詳
し
い
説
明
を

受
け
、
自
分
に
合
っ
た
方
法
を
選
ば
れ
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
ニ

ン
グ
に
不
適
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
詰
め

物
を
し
た
り
、
被
せ
物
で
補
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
近

く
の
歯
科
医
院
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

���� �����

あくつ歯科医院
圷宏唯　先生
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　今年１００歳を迎えられた海野さんは、長寿の秘訣は生きがい
をもって生活することと話していました。６０歳を過ぎてから始
めた作詞もその一つで、イメージが浮かぶとすぐにメモしてい
ます。
　また、家の周りの畑の手入れも行っていて、最近になって植
えた果樹の収穫を楽しみにしていると話していました。

（
鴻
巣
）

海　
野　

正�
さ
ん
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県
内
で
は
、
車
上
狙
い
や
自
転
車
盗
な

ど
の
「
街
頭
犯
罪
」、
空
き
巣
な
ど
の
「
侵

入
犯
罪
」、
振
り
込
め
詐
欺
等
が
多
く
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
家
や
乗
り
物
か
ら
少

し
の
時
間
離
れ
る
場
合
で
も
鍵
を
か
け

る
、
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
家

族
や
警
察
等
に
確
認
を
取
る
こ
と
を
心
掛

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
犯
罪
等
を
防
止
す
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
防
犯
対
策
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
防
犯
灯
設
置
費
補
助

　

暗
が
り
の
多
い
通
り
な
ど
、
自
治
会
が

防
犯
上
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
に
防
犯
灯
の

設
置
等
す
る
場
合
、
次
の
よ
う
な
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◯
既
存
の
電
柱
に
設
置
す
る
場
合

　

１
灯
あ
た
り　

最
大
２
万
５
千
円

◯
新
た
に
支
柱
等
を
立
て
設
置
す
る
場
合

　

１
灯
あ
た
り　

最
大
３
万
８
千
円

◯
既
設
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
更
新
す

　

る
場
合

　

１
灯
あ
た
り　

最
大
１
万
円

　

※
補
助
率
は
更
新
費
用
の
２
分
の
１

◆
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
マ
グ
ネ
ッ

　

ト
の
配
布

　

自
家
用
車
等
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
か
た
に
、「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
マ
グ

ネ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

配
布
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
防
災
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
自
警
団
の
結
成
に
対
す
る
補
助

　

各
自
治
会
内
で
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

（
自
警
団
）
を
結
成
す
る
場
合
、
防
犯
資

機
材
や
啓
発
品
等
の
購
入
費
に
対
し
て
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
額　

最
大
５
万
円

　

※
補
助
率
は
購
入
費
の
２
分
の
１

　

茨
城
県
は
、
交
通
事
故
発
生
件
数
が
多

く
、
全
国
で
も
上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
や
バ
イ
ク
の
運
転
者
は
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
ラ
イ
ト
を
早
め
に
点
灯
す
る

な
ど
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
は
車
が
多
い
交
差
点
等
を
渡
る
と

き
は
、
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
夜
間
の
外
出
は
な
る
べ
く
控
え
、
歩

く
と
き
は
反
射
材
等
を
身
に
着
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
転
車
の
運
転
で
は
、
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
や
出
合
い
頭
の
事
故
に
注

意
し
、
暗
く
な
り
は
じ
め
た
ら
ラ
イ
ト
を

早
め
に
点
灯
す
る
な
ど
、
安
全
運
転
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
交
通
安
全
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆
横
断
旗
の
設
置

　

通
学
路
と
な
っ
て
い
る
道
路
の
歩
行
者

用
信
号
機
に
、
横
断
旗
の
設
置
を
行
っ
て

い
ま
す
。
新
規
の
設
置
、
ま
た
は
古
く

な
っ
て
い
る
横
断
旗
の
交
換
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
学
校
や
自
治
会
な
ど
を
通
し

て
防
災
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
交
通
危
険
箇
所
へ
注
意
換
起
看
板

　

等
の
設
置

　

車
の
交
通
量
が
多
い
道
路
や
見
通
し
の

悪
い
交
差
点
等
、
道
路
交
通
上
危
険
な
箇

所
へ
、
反
射
材
を
使
っ
た
注
意
喚
起
看
板

や
の
ぼ
り
旗
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

設
置
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
自
治
会
や

学
校
な
ど
を
通
し
て
、
防
災
課
ま
た
は
那

珂
警
察
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
交
通
安
全
運
動
の
推
進

　

各
季
の
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
て
、

那
珂
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
、
安
全
運

転
管
理
者
協
議
会
、
民
間
交
通
安
全
指
導

員
、
交
通
安
全
母
の
会
と
の
連
携
に
よ
り

街
頭
立
哨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
お
よ
び
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、「
犯
罪

等
か
ら
身
を
守
る
」「
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る
」「
交
通
事

故
を
起
こ
さ
な
い
」
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

��
�
�

��
�
�
�
�

注意喚起看板の設置例

問
い
合
わ
せ

防
災
課
防
災
・
防
犯
・
交
通
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
４
２
・
４
４
４
）
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〜
平
成

年
度
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
」

〜
平
成　

年
度
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
」

2323

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
〜

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
応
援
し

よ
う
と
い
う
か
た
の
想
い
を
実
現
す
る
た

め「
那
珂
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
要
綱
」

を
定
め
、
皆
様
か
ら
の
寄
付
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
受
け
入
れ
た
『
ふ
る
さ

２３

と
づ
く
り
寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）』
に

つ
き
ま
し
て
は
、
表
中
の
事
業
を
実
施
す

る
た
め
の
財
源
と
し
て
充
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
の
善
意
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
い
た
だ
い
た
寄
付
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
貴
重
な
財
源

と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問い合わせ
●
寄
付
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は

　

財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ

　
�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
（
内
線
５
２
２
）

●
税
金
の
申
告
・
控
除
に
つ
い
て
は

　

税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

　
�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
（
内
線
１
６
５
）

事業充当額充当事業名寄付金額寄付件数寄付金受入事業名

１０，０００円清水洞の上整備事業１０，０００円１件自然環境の保全に
関する事業（１号）

２１０，０００円タクシー利用助成事業２１０，０００円２件福祉施策の充実に
関する事業（２号）

２１０，０００円家庭教育学級開設事業２１０，０００円４件教育又は文化の振興に
関する事業（３号）

１０，０００円公園管理事業１０，０００円１件快適な生活環境の形成
に関する事業（４号）

２０，０００円国際交流推進事業２０，０００円２件協働のまちづくりに
関する事業（５号）

　

平
成　

年
度
も
、
次
の
５
つ
の
事
業
を

２４

実
施
す
る
際
の
財
源
と
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
ご
寄
付
い
た
だ
く
際
に
、
使
い

道
を
お
選
び
い
た
だ
き
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
へ
寄
付
を
行
っ
た
場
合

に
は
、
寄
付
額
の
２
０
０
０
円
を
超
え
る

分
に
つ
い
て
一
定
限
度
ま
で
、
所
得
税
と

個
人
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
平
成　
２４

年
分
の
所
得
税
お
よ
び
平
成　

年
度
分
の

２５

個
人
住
民
税
の
軽
減
対
象
と
な
る
寄
付

は
、
本
年　

月
ま
で
に
行
う
寄
付
が
対
象

１２

で
す
。

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
を
さ
れ
る
場
合

に
は
、
事
前
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

り
「
寄
付
申
込
書
」
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
、
必
要
な
書
類
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
最
寄
の
金
融
機
関
等
で
寄
付
金

の
払
い
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
、
現
金
書
留
に
よ
る
送
金
や
、
那
珂
市

役
所
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
結
構

で
す
。
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「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
」
や
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
か
た
っ
た
詐
欺
行
為
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
寄
付
の
お
申
し

込
み
の
な
い
か
た
へ
払
込
書
を
送
付
し
た

り
、
請
求
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
】
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１４
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　那珂市を含む対象地域では、厚生労働省や消防庁からの助言などを得て、厚生労働科学研究費補助金「救急救命
士の処置範囲に係る実証研究」のモデル事業が行われます。１１月１日から平成２５年１月３１日までの間、医療機関、
医師会および消防署などの地域の救急医療の協議会（地域メディカルコントロール協議会）の連携のもと、医師の
具体的な指示を受けて救急現場や救急車内等で救急救命士が行える処置の範囲が広げられます。
　なお、傷病者のかたが、今回拡大される救急救命士による処置を断ったとしても、これまで通りの救急搬送など
がなされ、不利益をこうむることはありません。
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消防本部警防課　�２９５‐２１１１（内線５４）問い合わせ
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広報なか１０月号１５
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

９月１１日０．０９２本米崎小学校

学校教育課

９月１１日０．０９１横堀小学校

９月１３日０．０７１額田小学校

９月１０日０．０９０菅谷小学校

９月１１日０．０８１菅谷東小学校

９月１１日０．１０９菅谷西小学校

９月１１日０．０９２五台小学校

９月１１日０．１０５戸多小学校

９月１０日０．１０３芳野小学校

９月１１日０．０９７木崎小学校

９月１２日０．１００瓜連小学校

９月１１日０．０８０横堀幼稚園

９月１１日０．０７７額田幼稚園

９月１０日０．０８４菅谷幼稚園

９月１０日０．１０７菅谷西幼稚園

９月１１日０．０９９五台幼稚園

９月１１日０．０７８芳野幼稚園

９月１１日０．０７０那珂第一中学校

９月１１日０．０８３那珂第二中学校

９月１１日０．０９６那珂第三中学校

９月１１日０．０６６那珂第四中学校

９月１２日０．０８２瓜連中学校

９月１１日０．０９２茨城学園

９月１１日０．０６４ナザレ幼稚園

９月１４日０．１００さいせい幼稚園

９月１２日０．０７８大成学園幼稚園

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

９月１２日０．０７９保健センター（ひだまり）保健センター

９月９日０．０９７中央公民館

生涯学習課

９月７日０．０９０図書館

９月１２日０．１０２那珂総合公園

９月７日０．１１０歴史民俗資料館

９月１２日０．１１５ふれあいの杜公園

９月１２日０．０９６ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
９月１２日０．１０６ふれあいセンターごだい

９月１２日０．０９６ふれあいセンターよしの

９月１２日０．０９４総合センターらぽーる

９月１２日０．１１０那珂聖苑那珂聖苑

９月１２日０．１２２中谷原公園
都市計画課

９月１３日０．１０４宮の池公園

９月７日０．０９３一の関ため池親水公園
商工観光課

９月７日０．１０８静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

９月１０日０．０９１菅谷保育所

こども課

９月１０日０．０７９額田保育所

９月１０日０．１１３芳野学童保育所

９月１０日０．０９３かしま台保育園

９月１２日０．０９７瓜連保育園

９月１２日０．０９６ゆたか保育園

９月１０日０．０８７ごだい保育園

９月１０日０．０８９子育て支援センター

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７６
こども課  内線２５２
保健センター 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
水道課  内線８３６５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染等の基準を下回っております。

○その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。

　８月１５日から９月１４日までの市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物質（放
射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　各浄水場の測定は週３回、芳野配水場の測定は週１回行っています。詳細は、市ホームページに掲載しています。
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１６

　

９
月　

日
〜　

日
は
、
平
成　

２１

３０

２４

年
度
秋
の
交
通
安
全
運
動
の
期
間

で
し
た
。
こ
れ
に
先
駆
け
、
９
月

　

日
、
国
道
３
４
９
号
杉
原
交
差

１４点
と
、
国
道
１
１
８
号
ら
ぽ
ー
る

前
交
差
点
に
お
い
て
、
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
崎
副
市
長
、
秋
山
教
育
長
を

は
じ
め
、
各
団
体
や
那
珂
高
校

生
、
市
内
事
業
所
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
か
た
が
た

に
チ
ラ
シ
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
手

渡
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

郷
土
作
家
檜
山
良
昭
さ
ん
か
ら
寄
贈

　

市
立
図
書
館
で
は
、「
ス
タ
ー
リ

ン
暗
殺
計
画
」
で
第　

回
日
本
推

３２

理
作
家
協
会
賞
を
受
賞
し
た
、
檜

山
良
昭
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
を
新
設

し
ま
し
た
。

　

檜
山
さ
ん
は
、
那
珂
市
戸
の
出

身
で
推
理
小
説
の
ほ
か
に
も
歴
史

小
説
や
歴
史
冒
険
小
説
な
ど
も
数

多
く
執
筆
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
檜
山
さ
ん
ご
自
身

か
ら
多
数
の
著
書
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
郷
土
作
家
コ
ー

ナ
ー
に
並
ん
で
い
ま
す
の
で
皆
様

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

８
月　

日
・　

日
に
京
都
府
立

２５

２６

体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
２
０
１
２

全
日
本
青
少
年
空
手
道
選
手
権
大

会　

組
手
／
５
歳
男
女
混
合
の

部
」
で
、
木
戸
玲
仁
さ
ん
（
瓜
連
）

が
優
勝
し
、
日
本
一
に
輝
き
ま
し

た
。

　

極
真
会
館
茨
城
県
常
総
支
部
那

珂
道
場
で
日
々
練
習
に
励
む
木
戸

さ
ん
は
、
全
国
各
地
か
ら
同
年
代

の
選
手　

人
が
参
加
し
た
ト
ー
ナ

１５

メ
ン
ト
を
勝
ち
進
み
、
決
勝
戦
で

は
千
葉
県
の
選
手
を
破
っ
て
優
勝

し
ま
し
た
。

極
真
空
手
日
本
一
に
輝
く

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
�
ル
金
賞
受
賞

　

第　

回
ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ

３６

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
全
国
決
勝
大
会

が
８
月　

日
か
ら　

日
に
開
催
さ

１８

２１

れ
、
中
井
賢
斗
さ
ん
（
平
野
）
が

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

日
立
一
高
２
年
の
中
井
さ
ん
は

ソ
ロ
部
門
Ｆ
級
（
高
校
３
年
生
以

下
）
に
出
場
し
、
１
０
０
０
人
以

上
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た　

人
２３

と
決
勝
大
会
で
競
い
ま
し
た
。
６

歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
中
井
さ

ん
は
、
普
段
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
で
き
た
秘
訣
は
、
平
常
心
で
臨

め
た
こ
と
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



広報なか１０月号１７

未
来
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
を
目
指
し
て

　

９
月　

日
、
関
東
８
都
県
の　

２３

１２

歳
以
下
の
女
子
ト
レ
セ
ン（
選
抜
）

チ
ー
ム
に
よ
る
「
首
都
圏
少
女

サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
」が
行
わ
れ
、

那
珂
Ｆ
Ｃ
所
属
の
大
貫
美
波
さ
ん
、

尾
崎
杏
奈
さ
ん
が
茨
城
県
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

初
戦
の
千
葉
県
戦
で
は
大
貫
さ

ん
が
先
制
点
を
挙
げ
、
尾
崎
さ
ん

も
好
守
を
見
せ
る
な
ど
、
茨
城
県

の
過
去
最
高
順
位
と
な
る
３
位
入

賞
に
貢
献
し
ま
し
た
。
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
を
目
指
す
２
人
の
さ
ら

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

８
月　

日
、
木
崎
地
区
新
宿
自

２５

治
会
に
お
い
て
第
６
回
新
宿
夏
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
神
輿
を
元
気
に

担
い
で
自
治
会
内
を
練
り
歩
い
た

後
、
小
さ
な
子
ど
も
達
か
ら
お
年

寄
り
の
皆
さ
ん
が
、
模
擬
店
で
買

い
物
を
し
た
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
は
花
火
を
し
て
、
夏
の
一

夜
が
よ
り
一
層
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
、
ま

た
ひ
と
つ
夏
の
思
い
出
の
ペ
ー
ジ

が
で
き
ま
し
た
。

�
三
世
代
交
流
�
新
宿
夏
祭
り

�
夏
休
み
の
思
い
出
�
飯
田
夏
祭
り

　

８
月　

日
、
一
乗
院
の
境
内

１４

で
、
第　

回
飯
田
夏
祭
り
が
開
催

１８

さ
れ
ま
し
た
。

　

煙
火
の
合
図
で
子
供
神
輿
が
筑

波
神
社
（
飯
田
）
を
出
発
し
沿
道

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、「
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
元
気

に
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
盆
踊
り
が
始
ま

り
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン

ゲ
ー
ム
、
ジ
ャ
グ
ラ
ー
シ
ョ
ー
な

ど
も
行
わ
れ
、
夏
休
み
の
思
い
出

と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

８
月　

日
、
東
組
自
治
会
、
東

１１

組
子
ど
も
会
育
成
会
の
主
催
に
よ

る
第
１
回
東
組
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

お
天
皇
さ
ん
（
菅
谷
）
前
か
ら

山
車
が
町
内
を
練
り
歩
き
、
沿
道

の
大
き
な
声
援
を
受
け
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
ふ
わ
ふ

わ
巨
大
バ
ル
ー
ン
、
だ
る
ま
落
と

し
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
模

擬
店
が
並
び
約
１
０
０
０
人
の
か

た
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
お
楽
し
み
抽
選
会
を
行

い
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

�
盛
大
に
始
ま
り
ま
し
た
�
東
組
祭
り



１８

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，９２１人

　（平成２４年８月末現在・

 前月比４３人減）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億４８１万円

　（平成２４年８月・

 前月比４４３万円増）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

８月１６日～９月１５日（敬称略）

�������	

���
October

土金木水火月日

３２１
１０９８７６５４
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８

３０２９２８２７２６２５

休館日

野木　利三郎 １０，０００円
新宿夏祭り実行委員会 ５，１１３円
茨城県牛乳普及協会 ５２，１７６円
那珂市商工会東支部額田青年部
 ６４，５３１円
三菱マテリアル㈱三菱原子燃料㈱
 １０，０００円
那珂市ゴルフ連盟主催
チャリティゴルフ大会 ５７，５００円
切手・テレカボランティア　ポピー
 ２４，０００円
（独）日本原子力研究開発機構
那珂核融合研究所  ５７，６００円
ぴっぴお話の会　南波　久代
 ３，９７０円
平野　治 ５４，８００円
匿名 １０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） ３期

○国民健康保険税（普通徴収）４期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ４期

○介護保険料（普通徴収） ４期

納期限：１０月３１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ

�２９８－１１１１　内線１７４・１７５
� 人の動き �

那珂市の人口（９月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，５５５人 （＋１４）
　女　　　２８，４１９人 （－７）
　計　　　５５，９７４人 （＋７）
世帯数　　２１，３２２世帯　（＋２１）

○出生　４２人
○死亡　３９人

（８月１日～３１日）

新宿夏祭り実行委員会の皆さん

茨城県牛乳普及協会の皆さん

那珂市商工会東支部
額田青年部の皆さん



広報なか１０月号１９

日時／１１月６日（火）１３：００～１７：００
　　　　　２０日（火）１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

　国土利用計画法では、土地の投機的
取引や地価の高騰を抑制するととも
に、適正かつ合理的な土地利用の確保
を図るため、土地取引について届出制
度を設けています。
　一定規模以上の土地売買等の土地取
引を行った場合は、国土利用計画法に
基づき、土地の利用目的等に関して知
事の審査を受ける必要がありますの
で、土地の権利取得者（譲受人）は、
契約締結日から２週間以内に、土地の
所在する市町村を経由して知事に届出
を行ってください。
　制度の詳細・届出については、お問
い合わせください。
問い合わせ／

政策企画課政策企画グループ

�２９８－１１１１　内線４３３

茨城県企画部水・土地計画課庶務・土

地グループ�３０１－２６１９

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

法律相談

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

３日　小野瀬医院 （後台）
 �２９５－２２２１

４日　小豆畑病院 （菅谷）
 �２９５－２６１１

１１日　岡田クリニック （後台）
 �２７０－８１８８

１８日　小宅内科医院 （菅谷）
 �２９８－００５０

２３日　那珂クリニック （中台）
 �２９５－９８００

２５日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）
 �２９５－５３８６

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

11月の休日当番医

土地取引のあとに届出が
必要です

　平成２４年１０月から３年間に限り、過
去１０年間の納め忘れた国民年金保険料
を後納することができます。
　後納により、将来の年金額を増やし
たり、受給資格期間の足りないかたが
年金を受け取ることができることもあ
ります。
　詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ／

国民年金保険料専用ダイヤル

�０５７０－０１１－０５０

水戸北年金事務所

�２３１－２３８１

日時／１１月７日（水）、１４日（水）、
　　２１日（水）、２８日（水）、
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（総合保健福祉

センター「ひだまり」内） �２９８－８８８１

心配ごと相談

納め忘れた年金保険料は
ありませんか？

�������	
���

�������	
�

　９月１９日、拉致被害者後援チャ
リティーカラオケ発表会代表鈴木
昇さんから３０，０００円が那珂市に寄
付されました。
　鈴木さんは、東日本大震災に対
する復興支援に役立ててほしいと
して寄付をされました。
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那
珂
市
原
子
力
専
門
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

委
員
を
公
募
し
、
清
水
正
亜
さ
ん
（
横
堀
）、
井
澤
庄

治
さ
ん
（
菅
谷
）、
小
原
建
治
郎
さ
ん
（
菅
谷
）、
中

村
力
さ
ん
（
菅
谷
）、
脇
坂
登
喜
男
さ
ん
（
菅
谷
）
の

５
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
平
成　

年
９
月　

日
か
ら
平
成　

２４

１０

２６

年
９
月
９
日
ま
で
で
す
。

ヘルシ�蒸しパン�黒糖�
豆乳あずきゼリ�

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■作り方（カロリー／塩分）
ヘルシー蒸しパン（黒糖）（８個分）（１個あたり１４６kcal／０．８ｇ）
①蒸し器を準備する。（強火）
②ボウルにミックス粉、豆乳、ヨーグルトを入れ、軽く混ぜ合わせ、容 
器に均等に分ける。
③煮豆はざるにあけ、生地の上に適宜のせる。
④強火で１５分位蒸す。竹串でさして、何もつかなくなったら出来上がり。
豆乳あずきゼリー（５個分）（１個あたり９１kcal／０．１ｇ）
①ゼラチンを大さじ２の水でふやかす。
②豆乳と牛乳と砂糖を鍋に入れ、火にかける。温まったら火を止め、ゼ
ラチンを入れて混ぜる。
③ゆであずき缶も②に入れて混ぜる。
④容器に③のあずきをすくって先に入れ、残りの液を流し入れて冷蔵庫
で冷やし固める。

■材料
ヘルシー蒸しパン（黒糖）（８個分）
　蒸しパンミックス　 …… ２００ｇ
　豆乳　 …………… １３０～１５０ml
　ヨーグルト ………… 大さじ１
　煮豆 ……………………… 適宜

　

各
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
、
身
体
障
が
い
者
支
援
施

設
等
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
病
院
等
の
事
務
所
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問
や
、

知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

��

選
挙
い
ろ
い
ろ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

　

仕
事
や
旅
行
等
で
滞
在
し
て
い
る
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
の
で
、
那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
請
求
の
方
法

は
、「
宣
誓
書
（
不
在
者
投
票
請
求
書
）」
を
ご
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
那
珂
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
に
よ
る
確
認
後
、
投
票
用
紙
等
を
滞

在
地
の
住
所
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
滞
在
先
の
お
近
く
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�


�
�
�
�
�


�
�

�� �
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

�

�

左から脇坂委員、中村委員、清水委員長、
　　　　　　 　　　小原委員、井澤副委員長

防
災
課
原
子
力
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
４
４
５
）

問
い
合
わ
せ

■コメント
　豆乳を使ったヘルシーな２品をご紹介します。
高齢者のお茶うけやお子様のおやつに最適だと思
います。甘さはお好みで調整してください。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

横堀（高齢食部会）

中庭　洋子さん
豆乳あずきゼリー（５個分）
　豆乳　 ………………… ２００ml
　牛乳　 ………………… １４０ml
　砂糖 ……………… 大さじ１／２
　粉ゼラチン ……………… ５ｇ
　ゆであずき缶　 ………… １００ｇ



広報なか１０月号２１

【川　柳】那珂川柳会　植木利衛選

【短　歌】白鳥短歌会

過
ぎ
し
日
の
心
の
傷
は
尾
を
引
き
て
言
葉
の
怖
さ
を
今
な
お
思
う 

大　

森　

勝　

代

「
水
流
の
音
聞
こ
え
ま
す
」
聴
診
器
の
箱
置
か
れ
た
る
白
神
山
地 

池　

田　

美
代
子

展
示
用
大
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
る
孫
を
ス
ナ
ッ
プ
撮
り
と
り
弾
む
媼
ら 

海　

野　

宏　

幸

ひ
び
の
入
る
白
壁
の
辺
に
佇
み
て
昇
る
朝
日
に
幸
を
祈
れ
り 

大　

森　
　
　

満

胸
深
く
秘
か
に
崩
れ
ゆ
く
も
の
を
留
め
置
く
べ
き
や
記
憶
の
中
に 

渡　

辺　

知
英
子

尾
の
先
に
僅
か
に
応
へ
身
を
伸
ば
し 
親
族 
と
思
ふ
や
猫
の
寝
ね
た
り 

夷　

針　

利
理
子

う
か
ら

市
街
化
に
棲
む
地
奪
わ
れ
尾
を
立
て
て
夕
日
の
中
を
雉
の
鳴
き
い
る 

赤　

塚　

満　

夫

こ
の
坂
を
の
ぼ
り
き
ら
ね
ば
高
原
の
花
に
会
え
ぬ
ぞ
又
あ
ご
が
出
る 

草　

野　
　
　

豊

車
座
に
な
り
て
マ
マ
ら
と
原
発
を
語
り
て
お
れ
ば
雷
の
と
よ
め
り 

仲　

沢　

照　

美

ク
レ
ー
ン
車
に
挑
め
る
ご
と
く 
車
前 
の
鎌
か
さ
し
立
つ
ダ
ム
工
事
場
に 

加　

藤　
　
　

要

お
ほ
ば
こ

菅
谷 

荒
木　
　

葵
斗 

寿
也

菅
谷 

大
和
田　

鼓
虎 

和
男

堤 

小
薗
井　

海
虎 

聖

菅
谷 

小
川　
　

颯
太 

智

戸 

柳
橋　
　

悠
樹 

佑
吾

菅
谷 

松
田　
　

愛
梨 

規
宏

菅
谷 

�
比
良　

淳 

和
也

福
田 

�
橋　
　

愛
理 

徹
也

菅
谷 

佐
藤　
　

應
丞 

順
慈

福
田 

笠
井　
　
�
乃
介 

淳
一

菅
谷 

長
谷
川　

愛
莉 

淳

中
台 

石
井　
　

碧
斗 

翔

飯
田 

鈴
木　
　

夢
真 

孝
博

菅
谷 

鬼
澤　
　

愛
佳 

秀
人

西
木
倉 

後
藤　
　

夏
帆 

拓
磨

菅
谷 

薗
部　
　
�
雅 

健
一

後
台 

鈴
木　
　

零
夢 

博
守

菅
谷 

山
縣　
　

芽
佳 

太
輔

菅
谷 

�
堰　
　

晄
希 

義
由

杉 

鈴
木　
　

絆
星
祷 

博
之

鴻
巣 

大
橋　
　

莉
緒 

薫

杉 

柏　
　
　

未
彩 

昌
利

菅
谷 

小
野　
　

眞
滉 

雅
志

住
所　
　
　

氏
名 

年
齢

東
木
倉 

石
井　
　

忠
治 

　

歳
８０

菅
谷 

�
瀬　
　

き
よ 

　

歳
８２

瓜
連 

古
谷　
　

泰
子 

　

歳
９３

戸 

檜
山　
　

美
津
枝 

　

歳
６２

戸
崎 

清
水　
　

登
茂
子 

　

歳
８２

飯
田 

藤
田　
　

榮
子 

　

歳
７１

杉 

大
森　
　

千
代 

　

歳
９１

飯
田 

青
木　
　

正
義 

　

歳
７９

菅
谷 

岡
田　
　

基
司 

　

歳
６８

額
田
北
郷 

原
口　
　

ま
す 

　

歳
１００

福
田 

海
野　
　

み
ね 

　

歳
９０

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

下
大
賀 

小
林　
　

海
翔 

克
豪

菅
谷 

川
上　
　

結
生 

大
輔

額
田
南
郷 

佐
々
木　

彩
葉 

宗
一
郎

菅
谷 

細
田　
　

陽 

毅

瓜
連 

三
次　
　

璃
空 

祐
明

菅
谷 

松
本　
　

裕
翔 

裕
一

菅
谷 

松
本　
　

海
翔 

裕
一

菅
谷 

富
永　
　

利
夢 

直
幸

中
台 

井
能　
　

光
輝 

雄
二

菅
谷 

大
村　
　

遥
加 

卓
也

鴻
巣 

小
林　
　

蓮 

泰
範

戸
籍
の
ま
ど

�

�
月	

日


�
月	

日
届
出

��

���
敬
称
略


お
め
で
た

額
田
東
郷 

根
本　
　

實 

　

歳
７９

後
台 

小
室　
　

満
男 

　

歳
７４

戸
崎 

黒
澤　
　

は
や 

　

歳
９２

南
酒
出 

河
野　
　

信
一 

　

歳
６７

本
米
崎 

黒
澤　
　

護 

　

歳
５０

杉 

宮
田　
　

多
喜
男 

　

歳
８３

本
米
崎 

�
野
谷　

孝 

　

歳
７７

瓜
連 

寺
門　
　
�
つ
ゑ 

　

歳
９０

菅
谷 

萩
谷　
　

實 

　

歳
７８

額
田
南
郷 

加
藤　
　

仁 

　

歳
７４

西
木
倉 

金
澤　
　

光
市 

　

歳
４７

後
台 

車
田　
　

な
み 

　

歳
９６

福
田 

後
藤　
　

浩 

　

歳
７９

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

お
く
や
み

　

課
題
「
実
り
」

嫁
が
せ
て
肩
の
荷
下
ろ
し
孫
を
待
つ 

岡　

村　

恆　

子

ダ
イ
エ
ッ
ト
実
り
の
秋
の
挫
折
感 

菊　

池　

よ
し
江

祖
先
の
地
継
い
で
実
り
の
秋
を
待
つ 

小　

森　

友　

子

一
年
の
苦
労
が
実
る
菊
花
展 

高　

橋　

昌　

也

ウ
エ
ス
ト
が
く
び
れ
ま
し
た
よ
ジ
ム
通
い 

田　

尻　

美
代
子

コ
ン
バ
イ
ン
実
る
田
圃
の
立
役
者 

丹　

能　

永　

子

実
る
秋
バ
ケ
ツ
の
稲
も
黄
金
色 

山　

川　

英　

克

見
渡
せ
ば
田
ん
ぼ
が
う
ね
る
黄
金
波 

横
須
賀　

千
恵
子

婚
活
が
実
り
離
婚
も
し
て
み
た
い 

植　

木　

利　

衛






